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開催の目的 

 

 

私ども(一財)日本スポーツコミッション（SCJ）は、平成23年5月にスポーツを通じた

まちづくり、地域づくり、ひいては地域の活性化を図るべく設立した組織であります。 

 私どもは、スポーツを競技スポーツ以外のレクリエーション、余暇活動、健康増進活動、

体育など、幅広い範囲で捉え、スポーツ基本法にいうスポーツの有する多様な機能や役割

を活用してまちづくり、地域づくりに資するべく活動を行ってきております。そして、そ

の活動の一環として、スポーツの有する機能や効果を活かし、まちづくりや地域づくりに

どのように活用していくか、あるいはその推進組織としてのスポーツコミッション（SC）

の創設方法や活動内容などについて、「スポーツコミッション研究会」を平成23年度以降、

毎年開催してきております。 

 

本年度の研究会は6年目となり、第1回を4月14日に昨年10月から内閣府の支援を受

けて開催しておりますスポーツを活用した地方創生事業の提案を行う「スポーツ活用型地

方創生研究会」と合同で開催しました。このスポーツ活用型地方創生研究会では、芝山町

に拠点を持つ「NPO成田臨空スポーツ文化推進ネットワーク」（キックオフ成田）からも

平成27年度加速化交付金に資する提案があり、私どもと共に提言してきました。 

 

このような中で、このキックオフ成田から、成田空港というわが国最大の交流拠点を有

する臨空地域を対象として、「スポーツ」というキーワードのもとに、地域の活性化を図

るため、その特性などを活かしていくことについて、私どもが主宰する「スポーツコミッ

ション研究会」を開催して欲しい、という要請がありました。 

このようなことから、本年度の第3回目のスポーツコミッション研究会をこの成田地域

において、キックオフ成田と共催し、スポーツ庁、成田市、芝山町及び事業構想大学院大

学のご後援のもとに開催することとなりました。 

平成28年8月30日 

一般財団法人 日本スポーツコミッション 

理 事 長  木 田  悟 
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スケジュール 

 

１.主催者挨拶 

 木田 悟：一般財団法人 日本スポーツコミッション（SCJ）理事長 

２．来賓挨拶 

  三枝 稔：事業構想大学院大学 専務理事 

３．基調講演：30分（13:10～13:40） 

仙台 光仁：スポーツ庁 参事官（地域振興担当） 

演題：スポーツ庁設立の背景とその役割 

４．講演：95分（13:40～15:15） 

① 木田 悟：SCJ 理事長 

スポーツを活かした地域の活性化 

② 白枝 淳一：NPO出雲スポーツ振興21 専務理事 

スポーツを活かしたまちづくり組織 

③ 信太 奈美：首都大学東京 健康福祉学部助教 

  障がい者スポーツとボランティア活動 

休憩15分（15:15～15:30） 

５．パネルディスカッション：80分（15:30～16:50） 

スポーツを活かした地域づくりと住民参加による組織の形成 

コーディネーター：木田 悟：SCJ 理事長 

 パ ネ リ ス ト ：仙台 光仁：スポーツ庁 参事官（地域振興担当） 

信太 奈美：首都大学東京 健康福祉学部助教 

白枝 淳一：NPO出雲スポーツ振興２１ 専務理事 

織田 竜輔：月刊事業構想 編集長 

工藤 香織：NPO成田臨空スポーツ文化推進ネットワーク 理事 

６．閉会挨拶と総括：10分（16:50～17：00） 

小嶋 勝衛：（一財）建築・まちづくり協力研究所 理事長 

 
○ 意見交換会：ホテル内宴会場（大空の間）にて17時30分から開催 
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出演者略歴（出演順） 
 

・仙台 光仁：スポーツ庁 参事官（地域振興担当） 

神奈川県横浜市出身。平成 3年 4月農林水産省入省。農林水産省では農蚕園芸局、経済局、水産

庁、欧州連合日本政府代表部一等書記官、統計部、大臣官房、総合食料局、在ロシア日本国大使館

参事官、大臣官房参事官（国際担当）にて勤務。平成 27年 10月、スポーツ庁発足と同時に現職。

スポーツ庁においては、スポーツを核とした地域振興・まちおこしを担当し、農林水産省時代に地

方振興に取り組んだ経験を活かし、地方公共団体等が実施する地域におけるスポーツ振興、スポー

ツツーリズム推進に取り組む活動やスポーツ施設の整備を支援。大学時代にはアマチュア・ボクシ

ングを４年間続けた。  

・白枝 淳一：NPO出雲スポーツ振興２１ 専務理事 シニアコーディネーター 

出雲市出身。2000年に現在のNPOの立上に参画し、企画総務課長、事務局次長、事務局長を経て、

2014年度から現職。現在、出雲市体育協会・クラブリンクJAPAN副理事長、日本ライフステージン

グ創造学会理事長、出雲市社会福祉協議会監事、出雲市健康文化都市推進会議委員等を兼任。クラ

ブリンク JAPANは、総合型地域スポーツクラブを母体としてスポーツを活かした地域づくりを展開

しており、その中心なって活動中。 

・信太 奈美：首都大学東京 健康福祉学部 助教 

  千葉県出身。筑波大学大学院、早稲田大学大学院を修了後、平成18年度から現職。学生時代に車

椅子バスケットボールを支援したことから、障がい者スポーツに関わり、現在も車椅子バスケット

ボールチームに所属し、支援を行う。日本アンチドーピング機構シニアドーピングコントロールオ

フィサーや日本理学療法士協会のパラリンピック委員、東京学芸大学・東洋大学・文京学院大学・

国立障害者リハビリテーションセンター学院等の非常勤講師を兼ねる。 

・織田 竜輔：学校法人日本教育研究団 事業構想大学院大学出版部 月刊事業構想 編集長 

  東京出身。2005年に㈱日本ビジネス出版入社、2012年事業構想大学院大学出版部入職。2014年よ

り現職。社会課題と経営資源、地域資源から新事業を構想するためのメディア「月刊事業構想」の

出版に、創刊時より参画。近年は、特に「地方創生」と「イノベーション」を重点テーマとしてい

る。また、環境ビジネス誌及び環境ビジネスオンライン、開業医向けの雑誌・メディカルコミュニ

ケーションの編集にも携わる。 

・工藤 香織：NPO成田臨空スポーツ文化推進ネットワーク 理事 

  北海道生まれ千葉県育ち。大学文学部で心理学を専攻し、㈱インターボイスに入社、2014年同社

代表取締役に就任。入社以降、アウトドアイベントや野外フェスの協賛や企画制作に関わり、FUJI 

ROCK FESTIVALなど多種多様なイベントの協賛対応、運営にも携わる。2013年にはWeb媒体・アウ

トドアカルチャーの総合ニュースサイトの立ち上げに参加。2014年からNPO成田臨空スポーツ文化

推進ネットワーク設立に理事として参画。 

・木田 悟：（一財）日本スポーツコミッション 理事長 

静岡県出身。大学卒業後、都市計画コンサルタントを経て財務省所管のシンクタンクに入所。都

市計画から国土政策にかかわる幅広い調査研究に従事し、2009年から現職。2011年に「地域におけ

る地域におけるスポーツイベントの社会的効果に関する研究」で学位（工学）取得。主たる著書に

『スポーツで地域をつくる』、『スポーツで地域を拓く』などがある。青森大学客員教授、日本大学

理工学部建築学科講師、東京大学共同研究員及び静岡県スポーツ推進審議会委員を兼ねる。 
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企画・計画・設計・コンサルタントとして 

 長永スポーツ工業株式会社 

 

 私達、長永スポーツ工業株式会社はすべてのスポーツ分野に最適な施設を永

年造り続けて参りました。 

体育館、フィールドアスレチック、陸上競技場、野球場、テニスコート、公園、

レジャー施設、スポーツクライミング、スラックライン、広場・・・。 

 現在では、私達が取り組んできたスポーツ施設は、あらゆる分野に及んでい

ます。そのひとつひとつが、快適さと経済性を両立させていること、さらには

環境との調和を実現し、より永きに渡って深く親しまれる安全なスポーツ施設

であることを最前提としています。それは、テーマの設定から、設計、施行、

維持管理までを一連の流れとしてとらえ、“専業”として培ってきた独自のノ

ウハウと、経験から生まれたシステムによって生み出されるもの。 

 私達はこれからも人間性創造産業として、さらなる社会に調和したスポーツ

施設創りを目指しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マット 

ボルダリングウォール 

細かな事でも構いませんので何なりとお申し付け下さい。 

http://www.choei-s.co.jp 

TEL 03-3417-8111 FAX 03-3417-8166 
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アクション 

 
評価 

 

◆企業間連携や専門家

との連携で、効果的な

事業をご提案 

◆産学官金労言連携支援 
◆持続発展的な展開への

コーディネート 

各種調査の企画から実施まで 

構想・アクションプランの策定 

・地方創生の実績を活かし
評価を効果的に実施 

 

各種ツール作成 

ハード整備構想 

◆パンフレット、ロゴデザ

イン、web サイト、ノベル

ティ制作の支援 

・ツール作成やハード整備には、活動主体、専門家を巻き込む 
・アクションを通じた活動主体育成、政策間連携強化をコーディネート 

 

・共通のビジョンづくりで 
ベクトルを一つの方向に 

 

２ １ ３ 

 株式会社 社会空間研究所 設立：1977 年８月１日 

（株）社会空間研究所は、「新しい社会・空間」の創造を目的

とした調査・研究・計画の立案等を行う研究者・プランナーの

集団です。 

 

【業務内容】 

政策決定のための調査・研究／地域・都市レベルの計画立案／地

区レベルの計画立案／住宅政策・計画の立案／地域振興・産業振

興・シティセールスのための調査研究／政策評価／住民参加による

まちづくりの支援／施設計画・土地活用／景観計画・環境デザイン

／自治体行政改革のための調査研究／農村の活性化に関する調

査研究／環境保全活動推進支援／パンフレット・ウェブサイト等の

デザイン／出版関連等 

 

151-0064 東京都渋谷区上原 3-1-16 

tel 03-3465-9401/fax 03-3485-2751/ホームページ

http://www.shaku-ken.co.jp 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策決定のための調査・研究

政策評価

住宅計画の策定

景観計画・環境デザイン

実態調査・統計データの分析
地域・都市レベルの
　　　　　計画策定

地区レベルの
　　　計画策定

地域振興のための
　　　　　調査研究

自治体行政改革の

　　ための調査研究

住民参加による
　まちづくりの支援

環境保全活動推進支援

農村の活性化に関する

　　　　　　　調査研究

パンフレット・ウェブサイト等の
　　　　　　　　　　　　デザイン

出版

施設計画

◎担当：東海支社 小林 直樹 【TEL】052-939-2833 【E-mail】n-kobayashi@ji-institute.com 

京都本社【TEL】075-316-3520（代）【FAX】075-316-3511 中国支社【TEL】082-237-3465（代）【FAX】082-509-0275 

◎京都市右京区西京極西池田町 9番地 5 西京極駅前ビル 6階 ◎広島県広島市西区三滝町 14-4 V.C 第３ビル１F 

東京支社【TEL】03-5803-9933（代）【FAX】03-5803-9934 四国支社【TEL】089-917-8813（代）【FAX】089-917-8814 
◎東京都文京区本郷 3 丁目 23-1 クロセビア本郷 6F  ◎愛媛県松山市山越 4-4-35 エクセル丸栄 2F 

東海支社【TEL】052-939-2833（代）【FAX】052-939-2838 九州支社【TEL】092-632-9500（代）【FAX】092-632-9338 
◎名古屋市東区徳川 1-901 サンエース徳川ビル 8F  ◎福岡県福岡市博多区東公園 2-20 ウイングビル 3F 

『スポーツのまちづくり』を総合的に支援します！ 
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NPO法人 成田臨空スポーツ文化推進ネットワークの概要 
設立 2014年 (平成 26年) 7月 15日 

設 立 趣 旨 
私達は、日本の玄関口である成田空港周辺に点在する多くの空地を利活用し、『成田臨空スポーツシューレ』の実

現を目指す NPO 法人です。 サッカーを始めとする様々なスポーツの振興を行なうと共に、子供からお年寄りまで

気軽に集い楽しむことができるスポーツコミュニティー空間の創造を図り、雇用の拡大や人口流入へと結び付け、健

康で活力のある住環境を創出したいと考えております。 

また、成田臨空エリアに存在する数多くの歴史的文化遺産と共に、周辺に残る美しい里山環境を再構築し、世界に

誇れる臨空まちづくりを目指したいとも考えております。 

国際空港の存在を最大限に活かした国内外のスポーツイベントを主軸に、ジャパンブランドなど、日本文化を紹介

するイベントの開催など、地域の活性を図りたいと考えております。 

 

特定非営利活動の種類 
(1) まちづくりの推進を図る活動 (2) 観光の振興を図る活動  
(3) 学術・文化・芸術又はスポ—ツの振興を図る活動 
(4) 前各号に掲げる活動を行う団体の運営または活動に関する連絡、助言または援助の活動 
 

 ● 所在地: 〒289-1603 千葉県山武郡芝山町大里 2448  ● TEL:  0479-70-9066 
● E-Mail:   a-kakihara@kickoff-narita.com          ● URL:  http://www.kickoffnarita.com 
 

 

一般財団法人 日本スポーツコミッションの概要 

平成23年5月12日設立 

設 立 趣 旨 

  一般財団法人日本スポーツコミッションは、まちづくり・地域づくりの視点から、如何にしてスポー

ツを活用した地域の活性化を図っていくかについて調査研究し、活動していく組織として平成23年5月に

設立しました。この、地域の活性化には、経済的視点が重要であることは重々承知しておりますが、まち

づくりや地域づくりには、人材やアイデンティティ、コミュニティ、交流、情報発信などの社会的視点が

必要と考えております。 

  したがいまして私どもは、スポーツの有する経済的視点のみならず、社会的視点の両面からスポーツを

捉え、その活用によるまちづくり、地域づくり、ひいては地域の活性化を図っていこうとするものであり

ます。 

 

■ 所在地 〒160－0022東京都新宿区新宿1丁目23番地6号グローイン新宿御苑 

TEL:03-3316-1206  URL：http://sportscommission.or.jp/ 

 ■業務内容 
一 国内外のスポーツを活かしたまちづくりや地域活性化に関わる調査・研究 

二 スポーツを活かしたまちづくりや地域活性化に関わる意見の表明 

三 スポーツを活かしたまちづくりや地域活性化に関わる広報活動 

四 スポーツを活かしたまちづくりや地域活性化に関わる講演･セミナー等の開催 

五 スポーツを活かしたまちづくりや地域活性化に関わる出版事業 

六 スポーツを活かしたまちづくりや地域活性化に関わる会員事業 

七 前各号に付随する関連事業全般 
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「スポーツコミッション」の商標使用について 
 
一般財団法人 日本スポーツコミッションは、スポーツを活用したまちづくりや地域づくりを推進す

ることによって地域の活性化を図ることを目的に設立されたものであり、この目的を達成するために

地域において設立された組織、ないしは当該組織により営まれる活動を「スポーツコミッション」と

呼ぶこととしています。 

当法人は、「スポーツコミッション」について商標登録を行っておりますが（出願番号：商願 2009

－0716580、出願年月日：平成21年9月7日、登録日：平成22年2月19日、登録第5302312号）、そ

の登録は、第三者により「スポーツコミッション」が商標登録され、上記の組織による公益活動が阻

害されること、ならびに過度に商業主義的な活動に「スポーツコミッション」が使用されることを防

止しようとするものであります。 

「スポーツコミッション」の商標の使用をご希望の方は、事前に当法人宛にご連絡、ご相談いただ

きたく存じます。 

当法人は、上記の目的に適合する場合であれば、「スポーツコミッション」の商標の無償での使用を

許諾いたします。 

 

 

 

「スポーツコミッション」は、一般財団法人 日本スポーツコミッションの登録商標です。 


